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天
界
第
，
五
戸
附
録

天

文
（
ね
の
部
）
駈脾雪

雲

海
老
　
恒
治
編

エ
ア
リ
⊥
留
ρ
重
壁
）
（
一
八
〇
一
年
春
一
八
九
二
年
死
）
第
七
代
の
英

　
國
勅
妊
天
交
博
士
。
幼
時
よ
り
秀
才
こ
し
て
群
を
抜
い
て

　
ゐ
セ
。
天
文
學
は
勿
論
の
事
、
物
理
學
や
藪
學
や
器
械
學

　
に
も
大
家
巴
名
を
伍
し
、
頗
る
勤
勉
家
勢
力
家
で
、
叉
肚

　
交
に
長
じ
て
み
た
〇
　
一
八
三
五
年
グ
リ
ニ
チ
天
交
毫
長
に

　
な
つ
π
が
、
時
恰
も
新
天
文
學
勃
興
の
機
に
際
し
、
器
械

　
や
諸
設
備
を
改
良
臨
監
し
て
時
運
を
談
ら
な
か
つ
把
。
帥

　
ち
大
経
緯
機
、
大
子
午
機
及
反
射
天
頂
機
等
を
作
b
、
叉

　
新
に
地
磁
氣
及
氣
象
観
測
部
、
分
光
部
、
太
陽
篇
眞
部
等

　
を
設
け
π
。
實
に
グ
リ
ン
ヰ
チ
中
興
の
恩
人
で
あ
る

え
い
せ
い
衛
星
（
詔
琶
年
ρ
。
　
太
陽
系
に
於
い
て
各
遊
星
の

　
周
園
を
周
干
す
る
小
天
磯
で
あ
る
。
現
ム
ー
知
ら
れ
て
居
る

　
も
の
は

　
　
　
水
星
（
な
し
）
、
金
星
（
な
し
）
、
地
球
一
箇
、

　
　
　
火
星
、
二
箇
．
木
墨
、
九
箇
、
土
星
　
十
箇
、

　
　
天
王
星
四
御
、
海
王
星
一
箇

で
あ
る
。
何
れ
も
其
属
す
る
遊
星
の
引
力
に
由
っ
て
小
さ

な
弓
田
軌
道
を
書
く
の
で
あ
る
が
、
太
陽
の
引
力
を
も
受

け
る
か
ら
絶
ぬ
す
其
軌
道
は
撮
動
を
す
る
。
（
月
を
見
よ
）

エ
ウ
ド
ク
サ
ス
（
国
目
9
0
図
蓋
）
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
學
者
。

　
諸
天
禮
の
複
雑
な
運
動
説
明
を
す
る
爲
め
数
十
箇
の
同
心

　
球
（
国
。
巳
8
言
霊
。
G
。
喜
Φ
塞
）
を
想
像
し
π
最
初
の
人
で
あ

る
。
魂
庸
詔
舞
舞
）

一
斗
・
ジ
ー
・
星
蓑
（
卜
・
9
0
暮
巴
。
α
q
9
）
。
國
業
況
交
學
協
會

　
（
ト
の
育
8
0
巨
・
・
魯
の
の
霧
①
目
伍
。
冨
3
の
事
業
ざ
し
て
一
八
八
七

　
年
以
來
世
界
十
歎
箇
所
の
天
文
壷
が
分
擦
筆
作
中
の
大
星

　
表
で
あ
る
。
共
大
部
分
は
既
に
出
版
さ
れ
π
o
略
十
三
等

　
星
迄
の
星
を
含
み
、
、
位
畳
は
一
八
七
五
年
の
春
分
鮎
に
由

　
つ
て
記
る
さ
れ
て
あ
る
。

エ
ヂ
プ
昏
の
天
文
學
（
崎
遷
喜
≧
ぎ
。
昌
）
o
　
エ
ヂ
プ
ト

　
で
は
太
古
月
を
崇
拝
す
る
民
族
が
佳
ん
で
ゐ
π
が
紀
元
前

　
四
千
年
頃
別
人
種
が
移
住
し
て
嘗
て
太
陽
崇
拝
を
始
め
π

　
之
に
は
ナ
イ
ル
河
の
氾
濫
が
種
存
の
機
會
を
與
へ
た
。
彼



：，g

等
は
日
時
計
の
観
測
に
由
h
或
は
シ
リ
ウ
ス
星
の
曉
天
出

　
現
の
鋤
測
に
由
り
一
廻
心
病
が
三
⊥
ハ
五
日
で
あ
る
事
を
登

　
忙
し
諸
國
に
先
ん
じ
て
太
陽
暦
を
用
ひ
把
u
今
日
現
存
す

　
る
大
小
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
オ
ベ
リ
ス
ク
等
は
或
程
度
迄
昔
時

　
の
天
禮
観
測
に
關
係
が
あ
る
Q

鵬
ス
冨
ン
（
団
Φ
＜
・
目
曾
国
・
周
長
慶
潮
目
昌
）
。
英
國
ダ
ー
ハ
ム
の
ト
ー
ロ

　
一
（
月
。
白
H
幽
司
）
に
私
立
天
文
壷
を
有
す
Q
鍵
光
星
及
二
重

　
星
の
研
究
家
こ
し
て
今
H
活
動
し
て
居
る
。

遮
争
ン
ケ
野
ン
（
P
ω
』
象
ぎ
σ
q
曲
8
）
。
英
國
劒
橋
大
學
激
授

　
及
同
天
文
皇
長
。
天
禮
物
理
學
及
び
統
計
天
文
學
の
方
面

　
に
優
れ
、
近
頃
叉
天
文
學
上
の
相
鈎
性
原
理
に
爾
し
一
権

　
威
で
あ
る
。

エ
匿
テ
ル
（
国
昏
電
）
o
　
光
波
及
電
波
の
傳
播
を
読
明
す
る
セ

　
め
塞
問
に
充
満
し
て
居
る
ご
考
へ
る
も
の
。
然
し
多
く
の

　
天
燈
蓮
動
は
此
の
エ
ー
テ
ル
の
堅
め
に
少
し
も
抵
抗
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
け
す
、
叉
光
の
吸
牧
等
も
な
い
。
又
近
頃
ア
イ
ン
ス
タ
イ

　
ン
の
三
豊
の
原
理
に
よ
り
光
に
写
す
る
學
説
は
動
揺
し
て

　
來
セ
、
底
盤
の
理
由
に
依
り
一
面
に
於
て
物
質
こ
し
て
の

　
ユ
ー
プ
ル
は
大
い
に
其
存
在
は
疑
は
れ
て
居
る
。
（
相
封
性

原
理
墾
照
）

工
鰯
ダ
ン
座
（
織
豊
き
基
）
o
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一
、
オ
リ
オ

　
ン
の
西
南
に
長
く
連
っ
て
居
る
。
南
端
に
一
等
星
ア
ヶ
ル

　
ナ
ー
〃
が
あ
る
。
毎
年
の
始
め
日
没
後
南
天
に
於
て
観
望

頗
る
よ
し
。

置
ル
ケ
ス
天
文
毫
（
重
点
Φ
。
・
○
げ
霞
く
讐
蔓
）
。
米
國
シ
カ
ゴ
大

　
學
附
属
池
園
毫
で
同
大
學
の
北
方
三
十
哩
ウ
バ
リ
ァ
ム
ス

　
，
へ
一
（
を
一
書
黒
目
。
・
罷
騨
団
ノ
に
あ
る
　
一
八
九
山
ハ
年
設
立
、
世

　
界
最
大
の
屈
折
望
遠
鏡
（
ロ
径
四
〇
吋
）
及
び
有
力
な
る
爲

　
眞
望
遠
鏡
を
有
し
、
天
養
學
上
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
活
動
し

　
て
居
る
。

麗
羅
ス
（
団
『
O
。
。
）
。
小
遊
星
第
四
三
三
號
、
一
八
九
入
年
伯
林

　
の
ウ
イ
ッ
ト
（
均
葺
）
氏
登
見
す
。
太
陽
よ
り
の
準
均
距
離

　
は
一
●
四
五
（
御
影
軍
位
）
で
火
星
の
よ
り
も
小
さ
い
。
そ

　
れ
に
離
心
率
も
少
し
は
あ
る
か
ら
好
都
合
の
疇
に
は
我
地

　
球
ご
O
o
一
五
（
天
文
学
位
）
の
距
離
に
近
づ
く
。
此
季
を

　
利
用
し
て
太
陽
覗
差
の
測
定
が
最
も
有
望
で
あ
る
。
去
る

　
一
九
〇
一
年
ヒ
ン
ク
ス
（
卜
．
閑
．
国
ぽ
醸
し
氏
は
之
れ
に
よ

　
つ
て
太
陽
親
差
八
●
八
〇
六
秒
前
得
π
。

エ
ン
ケ
彗
星
（
国
璽
島
Φ
、
・
。
Q
。
岸
Φ
け
）
。
　
一
八
一
八
年
十
一
月
二

　
十
⊥
ハ
日
佛
國
マ
ル
セ
ー
ユ
の
ポ
ン
ス
（
娼
。
冨
）
氏
の
登
見
せ
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る
彗
星
を
エ
ン
ケ
が
研
究
し
週
期
一
二
〇
〇
日
を
得
、
之

　
に
由
り
一
八
〇
五
年
一
七
九
五
年
及
一
七
八
六
年
の
彗
星

　
が
皆
此
の
星
の
現
出
で
あ
っ
把
ご
謹
明
し
π
。
其
後
一
八

　
二
二
年
再
現
全
く
エ
ン
ケ
の
預
言
を
確
め
た
の
で
頗
る
有

　
名
に
な
つ
セ
。
最
近
（
一
九
一
七
年
）
ま
で
の
出
現
度
歎
前

　
後
實
に
三
十
四
回
、
莫
問
軌
道
の
研
究
は
非
常
に
よ
く
出

　
断
て
み
る
。
運
動
は
幾
分
不
規
則
で
週
期
が
漸
次
減
少
す

　
る
傾
向
を
認
め
ら
れ
て
以
來
オ
ル
バ
ー
ス
等
は
之
を
宇
宙

　
間
の
抵
抗
物
質
に
由
る
ざ
考
へ
陀
。
軌
道
の
近
日
黙
が
○

　
●
三
三
八
で
水
星
よ
り
も
小
さ
い
事
が
一
原
因
か
も
知
れ

　
な
い
。
近
頃
は
露
國
バ
ク
ル
ン
ド
（
○
・
ヒ
d
塑
O
貯
一
目
口
臼
）
氏
の
研

　
究
が
あ
る
。
次
の
出
現
は
一
九
二
一
年
夏
で
あ
る
。

え
ん
じ
つ
て
ん
遠
日
鮎
（
卜
喜
Φ
一
一
露
）
。
天
髄
の
楕
圓
軌
遣
上

　
に
於
て
太
陽
に
最
も
遠
ざ
か
る
鮎
を
云
ふ
　
此
の
織
に
於

　
て
天
燈
の
運
動
が
最
も
緩
慢
で
あ
る
。
（
圓
錐
曲
線
を
見

　
よ
）

え
ん
す
る
き
よ
《
せ
ん
圓
錐
曲
線
（
O
o
巳
。
詔
。
缶
8
）
o
直
立

圓
錐
を
卒
面
で
切
っ
た
切
口
の
曲
線
で
三
種
類
あ
る
。
何

　
れ
も
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
法
期
に
由
っ
て
二
つ
の
天
膿
が
蓮
動

　
す
る
場
合
に
ご
る
軌
道
の
形
で
あ
る
Q

圃一第

圓禰
一二第
三画図

圖三二
三曲三

態
ノ
…
ノて

ぐ
＼

軸“ｳ一7一”一

線二胡は・・・…　　。黒占焦｛ミF

心
寄
圓
（
日
一
膏
Φ
）
。
第
↓

圖
の
如
き
も
の
で
焦
鐵
二

箇
を
有
し
、
曲
線
上
の
黙

は
凡
て
右
の
二
箇
の
焦
黙

へ
の
距
離
の
和
が
↓
定

（
帥
ち
口
長
軸
の
長
さ
に
等

し
）
で
あ
る
。
叉
焦
鮎
間

の
距
離
ご
長
軸
の
長
さ
ご

の
比
を
離
心
率
ご
云
ふ
。

遊
星
、
衡
星
、
週
期
彗
星

及
恒
星
界
の
手
函
は
皆
此

の
軌
滋
を
持
つ
。
（
楕
．
圓
軌

道
褒
照
）

二
管
物
線
（
冨
量
び
。
ε
Q
第

二
圖
の
如
き
も
の
で
橘
圓

の
特
別
な
形
で
あ
る
。
即

ち
長
軸
の
長
さ
無
限
大
、

離
心
率
は
一
。
○
○
○
從

っ
て
取
扱
ふ
べ
き
焦
鮎
は

唯
｝
箇
で
あ
る
。
彗
星
軌



　
滋
の
多
数
は
之
れ
で
あ
る
〇

　
三
双
曲
線
（
蓄
電
ぎ
ド
）
。
第
三
圖
の
如
き
も
の
で
之
も
や

は
り
積
圓
の
鍵
形
ざ
見
て
よ
ろ
し
い
。
但
し
離
心
率
は
一

　
よ
り
大
き
い
。
此
の
種
の
軌
道
は
始
め
か
ち
登
る
大
き
さ

　
の
速
度
を
持
っ
て
る
だ
こ
天
爵
が
接
近
し
π
場
合
に
書
く

　
も
の
で
實
例
は
極
め
て
少
い
。
彗
星
の
あ
る
も
の
が
之
れ

　
に
蝕
す
る
。

え
ん
せ
い
て
ん
遠
星
鮎
（
卜
男
。
器
貯
。
昌
）
。
　
連
星
の
軌
道
上
に

　
於
い
て
伜
星
に
最
も
遠
い
織
。
（
連
星
を
見
よ
）

エ
ン
セ
ラ
ド
ス
（
図
目
8
罫
q
塁
）
o
　
土
星
の
衛
星
の
一
◎
公
縛

　
掴
期
、
一
日
ご
九
時
闘
、
李
均
光
度
｝
一
。
三
等
。
一
七
八
九

　
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
シ
エ
川
登
見
す
Q
（
土
星
を
見
よ
）

え
ん
ち
て
ん
遠
地
墨
レ
岩
σ
q
8
）
。
地
球
を
廻
る
月
の
楕
圓
軌

　
遁
上
に
於
て
地
球
に
最
も
遠
い
鮎
。
（
月
の
軌
道
を
見
よ
）

　
　
太
陽
の
辛
酸
に
も
地
球
か
ら
最
も
遠
い
鮎
を
遠
地
黙
ご

　
云
ふ
。

え
ん
ち
ょ
く
く
あ
ん
鉛
直
環
（
＜
Q
門
ひ
一
〇
勲
一
　
〇
一
月
O
一
Φ
）
o
　
精
密
な

　
目
盛
を
し
だ
鉛
直
環
を
以
て
天
運
の
高
度
或
は
天
頂
距
離

　
を
計
る
器
械
。
有
名
な
も
の
が
露
華
ブ
ル
コ
ワ
天
交
壷
に

　
あ
る
。

え
ん
ち
よ
《
け
ん
鉛
直
圏
（
＜
再
葺
。
巴
O
ぎ
δ
o
鉛
直
線
を
含

　
む
挙
面
で
天
球
を
切
つ
だ
大
意
を
云
ふ
。
（
天
球
を
見
よ
）

え
ん
ち
ょ
く
せ
ん
鉛
直
線
（
コ
塞
げ
冒
跡
Φ
）
。
地
上
に
於
て
重

　
力
の
働
く
方
向
を
云
ふ
。
之
が
天
球
ご
交
は
る
灘
が
天
頂

　
で
あ
る
、
此
の
鉛
直
線
は
其
地
方
地
方
で
一
定
不
愛
の
方

　
向
で
め
る
か
ら
三
石
観
測
の
場
合
に
標
準
こ
し
て
奮
く
か

　
ら
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
。
最
も
簡
軍
に
は
細
糸
を
垂
る
し
て

　
之
を
見
、
近
頃
は
水
準
器
或
は
水
銀
面
に
由
っ
て
之
を
見

　
る
。
（
地
球
の
形
状
を
見
よ
）

え
ん
ぺ
い
掩
蔽
（
O
O
O
一
　
一
貯
世
一
〇
口
）
o
月
の
π
め
に
其
後
方
に
他

　
の
天
燈
が
掩
ひ
隠
さ
れ
る
事
を
云
ふ
。
恒
星
の
掩
蔽
は
屡

　
々
起
る
も
の
で
之
を
襯
測
す
れ
ば
月
の
位
置
決
定
に
頗
る

　
有
力
な
る
材
料
を
得
る
Q
稀
に
は
遊
星
や
衡
星
の
掩
蔽
も

　
あ
る
。

　
　
遊
星
が
其
衛
星
或
は
恒
星
を
掩
ふ
場
含
及
衡
星
が
恒
星

　
を
掩
ふ
場
合
も
廣
義
の
掩
蔽
で
あ
る
が
之
等
は
寧
ろ
珍
ら

　
し
い
現
象
で
あ
る
。
之
等
を
観
測
す
れ
ば
其
遊
星
や
衛
星

　
の
位
置
を
決
定
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
が
、
叉
一
面
に
於

　
て
遊
星
や
衛
星
の
雰
園
氣
研
究
の
爲
め
に
有
効
で
あ
る
o


